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抄録：本研究は，高校生のスポーツ活動経験が，リジリエンスにどのように影響するのかを明らかに

することを目的として，スポーツ成長感認知尺度，リジリエンスを測定する精神的回復力尺度の２つ

の尺度を用いた質問紙調査を行った。調査対象者は，高校生３９７名（運動部所属２３０人，文化部所属

２７人，無所属１４０人）であった。分析の結果，運動部活動をしている高校生は，スポーツ成長感認

知やリジリエンスが高い（仮説１），スポーツ成長感とリジリエンスの関連は，学年，経験年数に関連

する（仮説２），スポーツ活動の活躍度合い強さとスポーツ成長感やリジリエンスと関連している（仮

説３）ということが明らかとなった。
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Abstract：Some people who face problems survive and grow as a result of their hard experiences, but others 
are defeated by difficulties and are unable to find a way to overcome their problems. The concept of resilience 
plays a key role in such persons’ ability to overcome challenges and live normal lives.  The purpose of this 
study was to examine the relationship between sport activities and resilience. We used three scales: the 
“Resilience Scale” (Oshio et al, 2002), “Self-growth Scale” (Kasai et al., 2010) and “Cognition of 
School Club Activities Scale” (Takada, 1985).  Participants were 397 high school students.  Results showed 
four trends (1) students who take part in school club activities have high self-growth, cognition and resilience, 
(2) students who take part in sports club activities in the 12th grade have the highest self-growth, cognition and 
resilience, (3) there is only a small difference between regular players and non-regular players in teams of the 
benefits of participation in sports clubs, and (4) players who belong to national-level teams have higher self-
growth, cognition and resilience than other players.  

Keywords：Resilience，High School students, Sport activity

Ⅰ　問題と目的

１．現状と課題

　学校を取り巻く現代社会では，さまざまな事件や事故，

地震などの自然災害，社会不安や経済的な問題など，回

避や解決が困難な出来事が数多く存在している（小塩ら，

２００２）。学校教育場面でも，対人関係の問題や学業面で

のストレスが，不登校やいじめ行為といった問題行動と

深くかかわっていることが，菊島（１９９９），岡安ら（２０００）

によって指摘されている。ストレスを抱えている生徒た

ち，保護者たち，またその人々と直接かかわっている教

師自身も強いストレスにさらされている。生徒・保護者・

教師ともにストレスフルな状況，問題に直面していて，

精神的健康に深刻な影響がもたらされている。

　人は，問題に直面した時，その問題を乗り越え，その

苦しい経験を自分の糧として成長する場合もあれば，乗

り越えられるすべが見つけられなかったり，乗り越える

ための支えが得られなかったりと，何らかの理由により
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困難に負けてしまう場合もある。しかし，それらの逆境

から逃げるのではなく，それらを乗り越えていく力が必

要と考えられる。人生には，ネガティヴなライフイベン

トを経験することもあるが，同様にネガティヴなライフ

イベントを経験しながらも，精神的不健康の状態に陥ら

ず，心理的，社会的に良好な状態を維持し，適応的な生

活を送っている者も少なからず存在する。このようなプ

ロセスを理解する際には，リジリエンス（resilience）と

いう概念が有効であると，小塩ら（２００２）は述べている。

　本研究では，リジリエンスを構成する要素や関連する

要素に関して，さまざまな研究がされてきた中で，葛西

ら（２００９）のスポーツ活動とリジリエンスの関連に関す

る先行研究から示唆を受け，スポーツ活動とリジリエン

スの関連に注目し，高等学校での部活動としてのスポー

ツ活動との関連を検討することとした。

２．リジリエンスと生きる力

　「生きる力」とは，菅（２００５）によれば，『子どもに

とっての「生きる力（自己資産）」として，「自分に対す

る自信，他者への信頼感，外界を怖がらずに立ち向かう

勇気，現実をしっかり見る眼，他者との折り合いのつけ

方」これらをしっかり身につけておくこと』としている。

しっかりした自己資産（生きる力）があれば，どんな逆

境に置かれても速やかにたちなおれる才能やパワー，そ

して少しばかりの揺さぶりにはびくつかない強靭な体力

が重要な自己資産ではなかろうか。しかし，過敏で，些

細な出来事にすら対応する「力」のない，ひ弱な人々が

増えてきている。このような困難を乗り越える力「生き

る力」に類似した概念として，リジリエンス（resilience）

がある。

　リジリエンスとは，アメリカ心理学会（American 

Psychological  Association, ２００８）によると，「困難，ある

いは重篤な人生経験に対してうまく適応する過程や結果。

特に，外的，内的な需要に対して，精神的・情緒的・行

動的な柔軟性や順応性をもってうまく適応する過程や結

果」と定義しているが，研究者によって様々な定義があ

る。たとえば，「首尾よい適応を生み出すプロセス，ない

しはその能力」（Masten at al, １９９０），「不健康な環境にお

いて健康を維持する能力」（Hiew, ２０００），「困難で驚異的

な状況にもかかわらず，うまく適応する過程，能力，お

よび結果」（小塩ら，２００２），「ストレスフルな状況でも

精神的健康を維持する，あるいは回復へと導く心理的特

性」（石毛・武藤，２００５），「逆境に直面し，それを克服

し，その経験によって強化される，また変容される普遍

的な人の許容力」（金井・内田，２００５）などである。

　リジリエンスとは，もともとは，生態学に由来する概

念で，生体のホメオスタシスと同様，生態系の環境変化

に対する復元力（リジリエンス）がそなわっており，そ

の結果，安定性や恒常性が保たれている（村本，２００６），あ

るいは，物理学の用語で「弾性」という意味である。心

理学では「回復力」と訳され（深谷，２００７），ストレス

やネガティヴなライフイベントをはね返したり，あるい

はダメージからの回復を促したりする，いわゆる「心の

強さ」を示唆する概念である。

　小塩ら（２００２）は，リジリエンスを「困難で驚異的な

状況にもかかわらず，うまく適応する過程，能力，およ

び結果」と定義し，リジリエンスの状態に結び付きやす

い心理的特性に注目し，その心理的特性を「精神的回復

力」と呼んだ。そして，「精神的回復力」を測定するため

の尺度を作成した。精神的回復力尺度について，探索的

因子分析をした結果，「新奇性追求」「感情調整」「肯定的

な未来志向」の３因子が抽出され，内的整合性も確認さ

れた。相関関係の分析では，精神的回復力の得点は自尊

心と有意な正の相関を示した。また，自尊心がネガティ

ヴライフイベント経験数および苦痛ライフイベント経験

数と有意な負の相関関係にある一方で，精神的回復力尺

度の各得点はネガティヴライフイベント経験年数，及び，

苦痛ライフイベント経験数と有意な相関を示さなかった。

さらに，苦痛ライフイベントの経験数が少ない場合，自

尊心が高い群と低い群の間の精神的回復力には違いが少

ないが，苦痛ライフイベントの経験数が多い場合は，自

尊心が高い群と低い群の間に，精神的回復得点に大きな

差が見られた。この結果から，精神的回復力が常に有効

な予防的要因（protective factors）になっているわけでは

なく，個人が危機に陥った状況において，特に重要な役

割を担うことを示していると考察している。

　石毛・武藤（２００５）は，リジリエンスを「ストレスフ

ルな状況でも精神的健康を維持する，あるいは回復へと

導く心理的特性」と定義し，中学生における精神的健康

とリジリエンス，及び，ソーシャルサポートとの関連を

検討している。その結果，ストレス反応の抑制には「自

己志向性」と「楽観性」，そしてソーシャルサポートの母

親，友達，先生が，成長感には特に「自己志向性」が強

く寄与していたこと，「楽観性」と「自己志向性」がスト

レス反応の抑制に，「自己志向性」が成長感の促進に寄与

し，健康を維持する役割を果たしていたことが明らかに

なった。

　金井・内田（２００５）は，リジリエンスを「逆境に直面

し，それを克服し，その経験によって強化される，また

変容される普遍的な人の許容力」と定義した。そして，

思春期のリジリエンスを高める示唆を得るために，リジ

リエンス構成要因を独立変数とし，リジリエンスを従属

変数とする因果関係について検討した。その結果，リジ

リエンス構成要因の因子構造は「ユーモアを伴う社会的

外交性」「ソーシャルサポート」「有能感」「根気努力志向

性」「家庭内の規律」「自己統制感」「信仰心」「問題解決
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能力」という８つの因子が見出され，それらの内的整合

性が確認された。また，リジリエンス尺度の因子構造は

「積極的活動性」「ソーシャルサポート」「自己肯定感」

「肯定的未来志向性」という４つの因子が見出された。さ

らに，リジリエンス構成要因とリジリエンスの因果関係

を検討した結果，十分なモデル適合度であることに加え，

リジリエンス構成要因とリジリエンス尺度の間の強い因

果関係が示された。

　石毛・無藤（２００６）は，リジリエンスを「困難な出来

事を経験しても個人を精神的健康へと導く心理的特性」

と定義し，リジリエンスとパーソナリティ特性（７次元

モデルの特性）との関連を検討することを目的として調

査を実施した。その結果，リジリエンスと気質特性とで

は，「意欲的活動性」は「新奇性追求」と負の，「固執」

とは正の，「内面共有性」は「報酬依存」と正の相関を示

した。リジリエンスと性格特性とでは「意欲的活動性は」

「自己志向」，および，「協調」と中程度の正の相関，「内

面共有性」は「協調」，及び，「自己超越」と正の相関を

示した。この調査では個人内の要因を取り上げているが，

個人内の要因だけが悪条件下での適応に寄与するわけで

はなく，困難な状況下で他者とのかかわりなど環境的な

要因が個人の特性とどのように関連して個人が適応を維

持するか，その過程について調査することも今後の課題

であると述べている。

　以上のように，リジリエンスの因子構造，及び，自尊

感情や，自己教育力，自己陶治志向性などの心理的特性

とリジリエンスとの関連性が明らかにされてきた。また，

学校指導要領（文部科学省，２００８）では，「生きる力」

の育成が謳われている。「生きる力」とは，「いかに社会

が変化しようと，自ら考え，主体的に判断し，行動し，

よりよく問題を解決する資質や能力，自らを律しつつ，

他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動する心な

どの豊かな人間性，たくましく生きるための健康や体力」

のことであり，学校教育では，「生きる力を支える確かな

学力，豊かな心，健やかな体の調和のとれた育成」を重

視している。これは，森ら（２００２）も指摘するように，

リジリエンスの概念と類似しているといえる。さらに，

その「生きる力」には「健やかな体」という文言が付加

されていることから，学校教育においてスポーツ活動経

験は重要な位置づけであることが示唆される。

３．スポーツ活動とリジリエンス

　スポーツ学領域では，「新・技・体」と言われるように

心も重視され，メンタルトレーニングなど，スポーツ心

理学について日々研究がなされている。しかし，競技ス

ポーツ場面でもリジリエンスと考えられる現象は多く見

られるにも関わらず，スポーツ心理学においてリジリエ

ンスに焦点をあてた研究は少ない。

　スポーツ経験との関連についての研究では，上野

（２００６）が運動部活動への参加を通じて目標設定スキル

を獲得するためのプログラムを実施したところ，参加前

にはスローガン的な目標しか持ち得なかったものが，目

標が明確化，コントロール可能化したことを示している。

　上野・中込（１９９８）は，スポーツ場面において獲得可

能な目標設定スキルやコミュニケーションスキルなどの

心理・社会スキルと，スポーツを離れた日常場面で必要

とされるライフスキルとの関係に注目し，運動部活動に

参加している生徒は全く部活動に参加していない生徒よ

りもライフスキルを獲得していることを明らかにしてい

る。そして上野（２００７）は，ライフスキルに対する信念

の形成は運動部活動経験に対する肯定的解釈を通じて，

時間的態度の肯定的変容に関係していることを明らかに

した。

　高田ら（１９８５）は，「部活動体験」と青年の「自我」

のあり方との間の関連について，女子学生を対象に中学

時代の部活動体験に関して，①過去に「部活動」を体験

した者が，それをどのように受け止めているか，②その

受け止め方が，その者の現在の「自我」のあり方とどの

ような関係を有しているか，を検討した。自尊感情の高

低と，部活動認知との関連の有無を調べ，自尊感情の低

いものは高いものよりも，部活動を自己向上に役立つ度

合いが少なく，集団の雰囲気が不良で，不本意な参加を

し，同輩関係も悪く，達成欲求がみたされなかった，と

認知している，と述べている。

　木村ら（２０１０）は，スポーツ選手の感情コントロール

とリジリエンスに関して研究した結果，精神的回復力尺

度の高群は低群に比べて，辛い出来事があったときにも

気分転換をうまくできること，怒りをおさえられること，

行動が左右されない等の感情をコントロールすることが

示され，スポーツ選手の注意力や覚醒水準の高さはリジ

リエンスの感情調整を促進するように働きかけている。

つまり，競技をしていくうえで困難に直面する経験がス

ポーツ選手の感情調整につながり，高い集中力を養い，

現実検討力を促進させるのではないか，競技を実施する

上での高い覚醒がリジリエンスの一要因と考えられる，

と述べている。

　スポーツ活動経験とリジリエンスの関連について，葛

西ら（２００９）は，スポーツ系大学の学生を対象に調査し，

スポーツ活動経験によってリジリエンスが育まれたか，

リジリエンスが高いからこそスポーツ活動経験を量的・

質的に蓄積できたかは不明であるという課題はありつつ

も，スポーツ活動経験とリジリエンスが関連することを

報告している。しかし，スポーツの競技の種目別の分析

や，個人種目と集団種目との相違，活動に対する評価な

どについては検討されてはいない。

　小川らは（２０１１），大学生を対象に，小学生から大学
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生までのスポーツ活動経験とリジリエンスの関連につい

て検討した。その結果，スポーツ活動経験の有無では，

スポーツ活動継続者のリジリエンスが高く，スポーツ活

動に対する満足度，指導者に対しての満足度，チームメ

イトとの関係，スポーツ活動の充実度において，有意な

差が見られたことから，スポーツ活動内容がリジリエン

スに影響を与え，スポーツ活動で得た成長感がリジリエ

ンスに影響を与えるとして，リジリエンスとスポーツ活

動内容の関連性を報告している。これらの研究は，いず

れも大学生を対象とした研究である。

４．目的と仮説

　本研究では，高校生を対象に質問紙調査を実施し，ス

ポーツ選手の活動とリジリエンスの関連について，運動

部活動をする高校生と運動部活動をしない高校生の，ス

ポーツ成長感・認知とリジリエンスの間にはどのような

関連があるのかについて明らかにすることとした。

　仮説として，次の３つを挙げる。【仮説１】運動部活動

をしている高校生は，スポーツ成長感認知やリジリエン

スが高い。【仮説２】スポーツ成長感とリジリエンスの関

連は，学年進行による成長，経験年数に関連する。【仮説

３】スポーツ活動の活躍度合い・強さは，スポーツ成長

感認知やリジリエンスと強い関連がある。

Ⅱ　対象と方法

１．調査対象者

　調査対象者は，Ａ県の私立Ｄ高等学校に在籍する高校

生４５０名である。Ｄ高等学校は，Ａ県西部のＥ市の中心

部に位置し，在籍生徒数５７０名（２０学級，男子３４６名，

女子２２４名）の，普通科・商業科・衛生看護科・衛生看

護専攻科からなる高校であり，創立６０年を超える歴史と

伝統があり，スポーツに力を入れた学校である。運動部

活動で全国を目指して，県外から進学してくる生徒も多

くいる。調査は，普通科，看護科の１年生，２年生，３年

生の４５０名に配布し，４０１名から回収し（回収率８８．６％），

解答に不備のあったものを除き，３９８名（男子２７２名，

女子１２４名，どちらでもない２名，有効回答率９９．３％）

を最終的な分析対象とした。

２．調査実施時期と手続き

　実施時期は，２０１２年２月〜３月であった。その高校

にてホームルームの時間を利用して質問紙を配布し，集

団で，実施した。校長を通じて依頼を受けた，学級担任

が配布，説明し，調査を実施した。

３．倫理的配慮

　配布に際し，質問紙は無記名で，本人が特定されない

こと，本人の自由意思により，回答をすること，中断，

不提出も可能であることを実施者より告げてもらった。

また，ホームルームの時間に担任が実施することから，

教師は回答内容をチェックしないこと，成績には関係な

いことを告げてもらった。

４．質問紙の構成

　⑴　基本属性

　性別，年齢，学年を記入してもらった。

　⑵　部活動の経験について

　全員に，部活動について，運動部・文化部・無所属の

３項目から選んでもらった。運動部に入っている高校生

には，�選手として出場した大会，全国大会・ブロック

大会・県大会，�試合によくでるか・あまりでないか，

�集団競技・個人競技を選んでもらい，�競技経験年数

を記入してもらった。部活動名は，任意で記入してもらっ

た。

　⑶　スポーツ成長感認知尺度

　スポーツ成長感を測る尺度としては，葛西ら（２００９）の

スポーツ成長感尺度を用いた。スポーツ成長感尺度の質

問項目は９項目である。質問項目は，「非常によくあては

まる（４点）」「よくあてはまる（３点）」「あてはまる（２

点）」「あまりあてはまらない（１点）」「まったくあては

まらない（０点）」の５件法で回答を求めた。

　また，スポーツ感認知に関しては，高田ら（１９８５）の

部活動に対する認知尺度の４２項目の中から，スポーツ成

長感尺度の質問内容と重複しない６項目を選び，時制・

語尾を合わせた。この尺度は自己鍛錬・向上，集団雰囲

気，不本意な参加，希薄な集団関与，指導者との葛藤，

生活への支障，否定的同輩関係，達成欲求という８つの

因子で構成されている。自己鍛錬・向上因子は１４項目，

集団雰囲気因子は８項目，不本意な参加因子は３項目，

希薄な集団関与因子は３項目，指導者との葛藤因子は４

項目，生活への支障因子は４項目，否定的同輩関係因子

は２項目，達成欲求因子は４項目からなる。

　回答は，「非常によくあてはまる（４点）」「よくあては

まる（３点）」「あてはまる（２点）」「あまりあてはまら

ない（１点）」「まったくあてはまらない（０点）」の５件

法であった。

　⑷　リジリエンスの測定尺度

　リジリエンスを測定する尺度としては，小塩ら（２００２）

の精神的回復力尺度を用いた。小塩らの（２００２）の研究

において，精神的回復力尺度は大学生に対して，十分な

内的整合性，及び，妥当性を持つことが確認されている。

精神的回復力尺度は自己記入尺度で，２１項目より構成さ

れている。この尺度は新奇性追求，感情調整，肯定的未

来志向という３つの因子で構成されている。項目は，新

奇性追求因子は７項目，感情調整因子は９項目，肯定的
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な未来志向因子は５項目である。小塩ら（２００２）は各項

目を「はい（５点）」「どちらかというとはい（４点）」「ど

ちらでもない（３点）」「どちらかというといいえ（２点）」

「いいえ（１点）」の５段階で回答を求めたが，本研究に

おいては，スポーツ成長感認知尺度と統一するため一部

変更した。すなわち，同様の５件法ではあるが，点数の

付け方を変更し，「非常によくあてはまる（４点）」「よく

あてはまる（３点）」「あてはまる（２点）」「あまりあて

はまらない（１点）」「まったくあてはまらない（０）」の

５件法で回答を求めた。

５．分析方法

　得られたデータは統計的に集計し，統計パッケージは

SPSS Statistics ２０，AMOS ２０を用いて分析を行った。ス

ポーツ成長感認知尺度については，因子を構成する項目

の評定平均値の加算平均を算出し，尺度得点とした。精

神的回復力尺度については，逆転項目の評定値を反転さ

せ，因子ごとに評定値の加算平均を各得点として算出し

た。

Ⅲ　結　果

１．調査対象者の基本属性

　調査対象者は高校生３９８名であり，男子２７２名，女子

１２４名，どちらでもない２名，高校１年生１４７名，２年

生１３１名，３年生１２０名，平均年齢は１６.８７歳，標準偏

差は .８３であった。

２．各尺度の検討

　⑴　スポーツ成長感認知尺度の検討

　まず初めに，項目の偏りを見るために全１５項目につい

て平均値（M）および標準偏差（SD）を算出した。M ±

SD が尺度件数を超える（０未満および４を超えるもの）

項目はなかった。

　次に，上記手続きを終えたスポーツ成長感尺度に関す

る１５項目を用いて因子分析を行った。因子分析の抽出に

は，主因子法を用いた。因子数は，固有値１以上の基準

を設け，さらに因子の解釈の可能性を考慮して３因子と

し，プロマックス回転を行った。

　第１因子は，「もしスポーツ活動がなければ，今の私で

はなかったと思う」「スポーツ活動を通じて，人に負けた

くないと思うようになった」などスポーツを通じての成

長を表す項目が多く，負荷量が高かったので，「成長感」に

関する因子と命名した。第２因子は，「スポーツ活動を通

じて，物事に対して，積極的になったと思う」「スポーツ

活動を通じて，やればできると自信がついた」などに負

荷量が高く，「自信」に関する因子と命名した。

　第３因子は，高田ら（１９８５）の認知に関する「スポー

ツ活動を通じて，封建的雰囲気を体験したと思う」「ス

ポーツ活動をやめたかったが，やめられなかった」「ス

ポーツ活動を通じて，勉強の集中力も増したと思う」と

いう項目に負荷量が高かった。第３因子のこの項目は，

周りからの圧力や忍耐力の内容が含まれていると考えて，

「圧力耐性」に関する因子と命名した。

　各因子に負荷量の高い項目から下位尺度を構成し，内

的整合性（α系数）の確認をおこなった。「成長感」因子

（６項目）は，.９２，「自信」因子（３項目）は，.９３であっ

たので，内的整合性は高く，信頼性は確認された。「圧力

耐性」因子は，.６６であった。「圧力耐性」因子に関して

は，少し低い結果であったので，今後の考察は慎重に行

うこととした。

　⑵　精神的回復尺度（リジリエンスの測定尺度）

　まず初めに，項目の偏りを見るために全２１項目につい

て平均値（M）および標準偏差（SD）を算出した。M ±

SD が尺度件数を超える（０未満および４を超えるもの）

項目はなかった。

　次に，上記手続きを終えた精神的回復力尺度に関する

２１項目を用いて因子分析を行った。因子分析の抽出には，

主因子法を用いた。因子数は，固有値１以上の基準を設

け，さらに因子の解釈の可能性を考慮して３因子としプ

ロマックス回転を行った。

　第１因子は「将来の見通しは明るいと思う」「自分には

将来に希望が持てる」などに対して負荷量が高く，「将来

展望と自律」に関する因子と命名した。

　第２因子は，「新しいことや珍しいことが好きだ」「私

は色々なことを知りたいと思う」などに対して負荷量が

高く，「新奇性追求」因子と命名した。第３因子は，「新

しいことをやりはじめるのはめんどうだ」「慣れないこと

をするのはすきでない」などで負荷量が高く，「感情調整」

に関する因子と命名した。

　各因子の内的整合性（α係数）は，将来展望と自律

（８項目）は .８４，新奇性追求（５項目）は .９３，感情調

整は .８２であった。このように各下位尺度の内的整合性

は確認された。

３．属性による比較

　⑴　学　年

　学年ごとのスポーツ成長感認知の成長感因子，自信因

子，圧力耐性因子，精神的回復力の将来展望と自律因子，

新奇性追求因子，感情調整因子，それぞれの項目平均値

を算出した（Table 1）。それぞれの得点について学年差

を一要因分散分析で検討したところ，スポーツ成長感認

知の成長感因子，自信因子，精神的回復力の将来展望と

自律因子で有意な学年差が見られた。その後，多重比較

を行った。その結果，スポーツ成長感認知尺度による成

長感においては，１年生，２年生よりも３年生の方が有意
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に高い結果となった。また，スポーツ成長感認知尺度に

よる自信と精神的回復力尺度によるリジリエンスの将来

展望と自信においては，１年生，３年生よりも２年生の方

が有意に高かった。他の下位尺度では学年による有意な

差は見られなかった。

　⑵　部活動

　部活動の内容別に，スポーツ成長感認知の成長感因子，

自信因子，圧力耐性，リジリエンスの将来展望と自律因

子，新奇性追求因子，感情調整因子，それぞれの項目平

均値を算出した（Table 2）。それぞれの得点について所

属している部活動による差を分散分析で検討したところ，

精神的回復力尺度の感情調整因子以外の，スポーツ成長

感認知尺度の成長感因子，自信因子，精神的回復力の将

来展望と自信因子で有意な差が見られた。すなわち，ス

ポーツ成長感認知尺度による成長感，自信においては，

文化部，部活動無所属よりも運動部に所属している方が

有意に高かった。精神的回復力尺度によるリジリエンス

においては，将来展望と自信，新奇性追求に関して，文

化部，部活動無所属よりも運動部に所属している方が有

意に高かった。他の下位尺度項目では部活動の内容別の

有意な差はなかった。

　⑶　運動部

　１）出場頻度，及び大会の規模による対象者の分類

　試合に出る頻度と大会の規模が，スポーツ成長感認知

とリジリエンスにどのような違いを生じさせているのか

を検討するために，被験者をよく出る群とあまり出ない

群に分類し，出場した大会を全国大会，ブロック大会，

県大会と分類した。そして被験者を“よく出る，全国大

会群”，“よく出る，ブロック大会群”，“よく出る，県大

会群”，“あまり出ない，全校大会群”，“あまり出ない，

ブロック大会群”，“あまり出ない，県大会群”の６群に

分類した。

　２）スポーツ成長感認知とリジリエンスの下位尺度の

分析

　次に，運動部所属の対象者のスポーツ成長感認知下位

尺度得点と，リジリエンスの下位尺度得点に関して，試

合出場頻度（２）と出場大会規模（３）を要因とする２

要因分散分析を行った。

　その結果，どの因子においても，出場頻度と出場大会

規模の交互作用は有意ではなかった。また，出場頻度の

単純主効果にも有意差は見られなかった。一方，出場大

会規模の単純主効果については，スポーツ成長感認知の

成長感と自信では１％水準で有意であり（成長感：F

（２，１８６）＝５.８６，p < .０１；自信：F（２，１８６）＝５.２３，p < .０１），

リジリエンスの精神的回復力としての将来展望と自律が

１％水準で有意であった（将来展望と自律：F（２，１８６）＝

４.１８，p < .０１）（Table 3）。

　すなわち，スポーツ成長感認知の成長感，自信，リジ

リエンスの将来展望と自律では，全国大会，ブロック大

会，県大会群で差があった。一方，よく出る，あまり出

ないという出場頻度では差がなかった。

　３）活動期間

　活動期間別に，スポーツ成長感認知の成長感因子，自

信因子，圧力耐性，精神的回復力の将来展望と自律，新

奇性追求，感情調整，それぞれの項目平均値を算出した。

それぞれの得点について活動期間による差をｔ分析で検

討したところ，スポーツ成長感認知の圧力耐性と精神的

回復力尺度によるリジリエンスの新奇性追求と感情調整

以外の，スポーツ成長感認知の成長感因子，自信因子，

精神的回復力の将来展望と自信因子で有意な差が見られ，

新奇性追求では傾向が見られた。すなわち，スポーツ成

長感認知尺度による成長感，自信において，活動期間が

短いよりも活動期間が長い方が優位に高いといえる。精

Table 1　学年による差

多重比較F 値
３年

１２人

２年

１３人

１年

１４人

学年

人数

１，２ < ３年４.９６*
２.７

（１.１）

２.６
（１）

２.３
（１）

成長成

長

感

認

知

ス

ポ

ー

ツ

１，３ < ２年４.８４*
２.４

（１.１）

２.５
（１）

２.１
（１.１）

自信

０.９
１.８

（０.９）

１.６
（０.８）

１.６
（０.９）

圧力

耐性

１，３ < ２年４.５８*
２.４

（０.９）

２.４
（０.８）

２.１
（０.９）

将来

展望精
神
的
回
復
力

１.２
２.４

（１）

２.５
（０.９）

２.３
（０.９）

新奇

追求

２
１.９ 

（０.８）

１.７
（０.７）

１.９
（０.７）

感情

調整

*p < .０５注　（　）内は SD

Table 2　部活動による差

多重比較F 値
無

１４０

文化

２７

運動

２３０

部活

人数

運 > 文，無１００.４１***
１.８

（１）

２

（１.１）

３.１
（０.８）

成長成

長

感

認

知

ス

ポ

ー

ツ

運 > 文，無　６３.６１***
１.７

（１）

１.８
（１.２）

２.８
（０.９）

自信

運 > 文，無　１９.１４***
１.４

（０.８）

１.３
（１）

１.９
（０.９）

圧力

耐性

運 > 文，無　４１.９０***
１.９

（１）

２

（０.９）

２.７
（０.８）

将来

展望精
神
的
回
復
力

運 > 文，無　３２.７９***
２

（０.９）

２.３
（１）

２.８
（０.９）

新奇

追求

０.３７　
１.９

（０.８）

１.８
（０.８）

２

（０.８）

感情

調整

***p < .００１注　（　）内は SD
運：運動部，文：文化部，無：無所属
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神的回復力尺度によるリジリエンスにおいては，将来展

望と自信因子に関して，活動期間が短いよりも活動期間

が長い方が有意に高いといえる。新奇性追求に関しては，

活動期間が短い方が高い傾向があるといえる（Table 4）。

４．リジリエンスとスポーツ成長感認知との関連

　⑴　尺度全体

　リジリエンスとスポーツ成長感認知との関連を検討す

るため，精神的回復力尺度の３因子とスポーツ成長感認

知の３因子との相関分析を行い，その相関を見るために

ピアソンの相関係数をみた。分析の結果，スポーツ成長

感認知の３つの下位尺度の内，成長感，自信，圧力耐性

とリジリエンスの３つの下位尺度の内，将来展望と自律

及び新奇性追求との間に正の相関が見られた。また，ス

ポーツ成長感認知の下位尺度の自信及び圧力耐性とリジ

リエンスの下位尺度の感情調整との間に正の相関が見ら

れた。

　⑵　学年

　学年ごとのリジリエンスとスポーツ成長感認知との関

連を検討するため，精神的回復力尺度の３因子とスポー

ツ成長感認知の３因子との相関分析を行い，その相関を

見るためにピアソンの相関係数をみた（Table 5）。

　１年生の分析の結果，スポーツ成長感認知の３つの下

位尺度の全て，成長感，自信，圧力耐性とリジリエンス

の３つの下位尺度の内，将来展望と自律及び新奇性追求

との間に正の相関が見られた。また，スポーツ成長感認

知の下位尺度の圧力耐性とリジリエンスの下位尺度の感

情調整との間に正の相関が見られた。２年生の分析の結

果，スポーツ成長感認知の３つの下位尺度の全て，成長

感，自信，圧力耐性とリジリエンスの３つの下位尺度の

内，将来展望と自律及び新奇性追求との間に正の相関が

見られた。また，スポーツ成長感認知の下位尺度の圧力

Table 3　大会×試合出場ごとの下位尺度得点の２要因分散分析結果

二要因分散分析あまり出ない群よく出る群

交互作用

F 値

出場

F 値

大会

F 値

県大会

N=４５

ブロック大会

N=１６

全国大会

N=３３

県大会

N=２０

ブロック大会

N=２１

全国大会

N=５７

０.７６１.４４５.８６**
２.５１

（.１４）

３.５６

（.１９）

３.２７

（.１３）

３.２５

（.１７）

３.６２

（.１７）

３.４０

（.１０）
成 長 感成

長
感
認
知

ス

ポ

ー

ツ

０.３８０.７５５.２３**
２.５１

（.１４）

３.０６

（.２３）

２.９１

（.１６）

２.７０

（.２０）

３.３８

（.２０）

２.９３

（.１２）
自　　信

１.６７１.３１１.８６　
１.９３

（.１３）

２.３１

（.１５）

１.９７

（.１５）

１.６０

（.２０）

１.８６

（.１９）

２.０７

（.１２）
圧力耐性

０.０００.４９４.１８*　
２.４７

（.１２）

２.８８

（.２０）

２.８２

（.１４）

２.５０

（.１８）

２.９１

（.１７）

２.８４

（.１０）

将来展望

と 自 律精
神
的
回
復
力

０.２４０.０８１.９３　
１.８４

（.１２）

１.６９

（.２０）

２.０３

（.１４）

１.９０

（.１８）

１.６２

（.１７）

１.９０

（.１１）

新 奇 性

追　　求

０.５６１.２９１.８８　
２.０２

（.１０）

２.０６

（.１６）

２.３３

（.１１）

２.００

（.１５）

２.００

（.１４）

２.０９

（０９）
感情調整

*p < .０５，**p < .０１　注：カッコ内は標準偏差

Table 4　期間による差

t 値
長い

８０人

短い

６０人

期間

人数

２.３３*　
３.４

（０.７）

３

（１）
成長成

長

感

認

知

ス

ポ

ー

ツ

３.３３**
３

（０.９）

２.５
（１）

自信

１.３６　
２.１

（０.９）

１.９
（０.９）

圧力耐性

２.３７*　
２.８

（０.８）

２.５
（０.９）

将来展望精
神
的
回
復
力

１.８９+　
１.８

（０.８）

２.８
（０.８）

新奇追求

０.２２　
２.１

（０.６）

２.１
（０.７）

感情調整

注（　）内は SD **p < .０１，*p < .０５，+p < .１０

Table 5　スポーツ成長感認知と精神的回復力の相関分析

　スポーツ成長感認知精神的

回復力 圧力耐性自信成長感

０.４８**

０.５４**

０.４１**

０.４８**

０.６３**

０.６１**

０.５８**

０.６９**

０.６１**

０.５９**

０.５７**

０.６４**

全体

１年

２年

３年

将来展望と

自 律

０.４４**

０.４９**

０.４６**

０.３９**

０.６８**

０.６７**

０.６６**

０.６９**

０.６３**

０.６０**

０.６４**

０.７０**

全体

１年

２年

３年

新奇性追求

０.２８**

０.２４**

０.２１*　

０.３８**

０.１　

０.０９

０.０２

０.２２

０.１　

０.１５

０.０５

０.１９

全体

１年

２年

３年

感 情 調 整

*p < .０５，**p < .０１
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耐性とリジリエンスの下位尺度の感情調整との間に正の

相関が見られた。３年生の分析の結果，スポーツ成長感

認知の３つの下位尺度の全て，成長感，自信，圧力耐性

とリジリエンスの３つの下位尺度の内，将来展望と自立

及び新奇性追求との間に正の相関が見られた。また，ス

ポーツ成長感認知の下位尺度の成長感及び抑圧耐性とリ

ジリエンスの下位尺度の感情調整との間に正の相関が見

られた。

　⑶　部活動

　部活動の内容別に，リジリエンスとスポーツ成長感認

知との関連を検討するため，精神的回復力尺度の３因子

とスポーツ成長感認知の３因子との相関分析を行い，そ

の相関を見るためにピアソンの相関係数をみた（Table 6）。

　運動部の分析の結果，スポーツ成長感認知の３つの下

位尺度の全て，成長感，自信，圧力耐性とリジリエンス

の３つの下位尺度の内，将来展望と自律及び新奇性追求

との間に正の相関が見られた。また，スポーツ成長感認

知の下位尺度の圧力耐性とリジリエンスの下位尺度の感

情調整との間に正の相関が見られた。文化部の分析の結

果，スポーツ成長感認知の３つの下位尺度の全て，成長

感，自信，圧力耐性とリジリエンスの３つの下位尺度の

内，将来展望と自立及び新奇性追求との間に正の相関が

見られた。無所属の分析の結果，スポーツ成長感認知の

３つの下位尺度の全て，成長感，自信，圧力耐性とリジ

リエンスの３つの下位尺度の内，将来展望と自律及び新

奇性追求との間に正の相関が見られた。また，スポーツ

成長感認知の下位尺度の自信及び圧力耐性とリジリエン

スの下位尺度の感情調整との間に正の相関が見られた。

Ⅳ　総合考察

１．仮説の検証

　本研究では，スポーツ活動とリジリエンスの関連につ

いて，高等学校において，運動部活動をする高校生と運

動部活動をしない高校生のスポーツ成長感認知とリジリ

エンスの間の関連，また，部活動，特に運動部活動をす

ることとリジリエンスとの関連を明らかにすることを目

的に質問紙調査を行った。

　仮説１は，部活動をしている高校生はスポーツ成長感

やリジリエンスが高い，というものであった。

　部活動に関して，運動部，文化部，無所属，の３群に

分けて，スポーツ成長感認知の成長感，自信，圧力耐性，精

神的回復力の将来展望と自律，新奇性追求，感情調整の

要因の関連を見た。その結果，運動部に所属している高

校生は，文化部，無所属の生徒よりも，スポーツ成長感

認知の成長感，自信，圧力耐性と，精神的回復の将来展

望と自律，新奇性追求は有意に高かった。

　この結果から，仮説１は支持された。つまり，高校生

がスポーツ活動を部活動として行うことは，スポーツに

関しての成長感，自信，圧力に対する耐性が高くなると

言える。また，将来への展望や自律意識が高まり，新し

いことへの追求心も高くなると言える。「今の私」は「人

間的に成長した」と感じており，そのことが，「積極的に

なった」，「やればできると自信がついた」と自信につな

がり，「封建的雰囲気を体験した」，「やめられなかった」な

ど，圧力に対する耐性も高くなっていた。「将来には目標

がある」，「将来に希望がある」や「目標のために努力し

ている」など，将来の展望を持ち，「新しいことや珍しい

ことが好きだ」，「いろいろなことを知りたいと思う」な

ど新しいことへの追求を，「色々困難があっても，それは

人生にとって価値あるものだ」と積極的にとらえている

と言える。そしてこのスポーツ成長感は，今の私を肯定

的に認めており，それはリジリエンスと関連のある自尊

感情であると考えられる。自己の肯定的感情は，積極的

な自信となり，やめたかったが，やめなかった自分を，

成長したととらえることができると考えられる。部活動

を続けた自分自身を肯定的に認めた成長感や自信が，将

来の目標や希望など，自律へと向かう将来への展望を抱

くことができるのだろう考えられる。自己を肯定的にと

らえることで，新しいことにチャレンジしたり，困難に

向き合っていける力が生まれるのだろうと考えられる。

　仮説２は，スポーツ成長感とリジリエンスの関連は，

学年進行による成長，経験年数に関連するというもので

あった。

　学年差を見るために，学年ごとのスポーツ成長感認知

の成長感，自信，圧力耐性，精神的回復力の将来展望と

自律，新奇性追求，感情調整を要因の関連を見た。その

結果，スポーツ成長感認知の成長感，自信と，精神的回

復力の将来展望と自律が有意であった。これは，「今の私」

の「人間的な成長」を感じ，「やればできる」と自信を持

ち，「将来の見通し」や「将来の希望」など自律に向けて

の将来の展望が，学年による差があったということであ

Table 6　スポーツ成長感認知と精神的回復力の相関分析

　スポーツ成長感認知精神的

回復力 圧力耐性自信成長感

０.３８**

０.５２**

０.４６**

０.６３**

０.５８**

０.４２**

０.５７**

０.５３**

０.４１**

運動部

文化部

無所属

将来展望と

自 律

０.３０**

０.４２**

０.５１**

０.５９**

０.７６**

０.６１**

０.５７**

０.６２**

０.５６**

運動部

文化部

無所属

新奇性追求

０.３４**

０.２１　

０.２６*　

０.４　　

０.２７　

０.２６*　

０.１２　

０.２３　

０.１６　

運動部

文化部

無所属

感 情 調 整

*p < .０５，**p < .０１
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る。スポーツ成長感認知の成長感は３年生が，１・２年生

より高く，スポーツ成長感認知の自信，精神的回復力に

よるリジリエンスの将来展望と自律は２年生が，１・３年

生より高かった。この結果は，石毛ら（２００６）のリジリ

エンスの「意欲的活動性」及び「自己志向」が高学年

（３年生＞２年＞１年）の方が高く，「新奇性追求」では

２年生が高い，という結果とは，ほぼ同じである。すな

わち，３年生は，高校３年間を振り返っての成長感が高

いのであろうと考えられる。これは，都築（２０１０）の

「時間的展望」と関連があると考えられる。高校卒業と

いう環境以降に伴う時間的自己展望は，自己への満足感

が高いと将来への希望も高いという都築（２０１０）の報告

であるが，自己の成長感は，今の私がやればできるとい

う，自己への満足感とも考えられるのではないだろうか。

スポーツ成長感の自信に関しては，調査時期が３月で，

３年生を送り出し，２年時をほぼ終える時期であったこ

とから，２年生は，高校３年への進級を控えての意欲的

な主観が働いたのではないかと考えられる。精神的回復

力の将来展望と自律に関しても，２年生は，高校３年と

いう進路決定の時期を前にしてリジリエンスの将来展望

と自律意識が高まったのではないかと考えられる。

　スポーツ成長感認知と精神的回復力によるリジリエン

スとの関連を見るために，スポーツ成長感認知の成長感，

自信，圧力耐性と精神的回復力の将来展望と自律，新奇

性追求，感情調整との関連を見た。高校生の被験者全体

では，リジリエンスの将来への展望と自律，及び，新し

いことへの追求とスポーツ成長感，自信，及び，圧力へ

の耐性との間に関連があり，また，リジリエンスの感情

調整とスポーツ活動を通じての「封建的雰囲気の体験」

など圧力への耐性との間にも関連が見られた。学年別で

見ると，１年，２年，３年の全ての学年で，精神的回復力

の将来展望と自律，新奇性追求とスポーツ成長感認知の

成長感，自信，圧力耐性との間，及び，精神的回復力の

感情調整とスポーツ成長感の圧力耐性にそれぞれ高い関

連が見られた。一方，感情調整と成長感，自信との間に

は有意な関連が見られなかった。この結果より，スポー

ツ活動で得た自己の成長感を認知することは，リジリエ

ンスの自律に向けた将来への展望と，新しいことへの追

求が形成されることが想像される。また，感情調整は圧

力耐性に関連があると言える。これは，スポーツ活動で，

視野が広がり，物事に対して積極的になったと気付くこ

とで，自分の未来にはきっといいことがあると思い，困

難なことがあっても人生にとって価値のあることだと思

え，失敗を恐れずいろいろなことにチャレンジする気持

ちにつながったと考えられる。また，上下関係の厳しさ

や，封建的雰囲気を体験しても，辛いできごとに耐えた

り，怒りを感じても抑えられる感情調整ができるように

なったと考えられる。

　これらの結果からは，スポーツ成長感認知がリジリエ

ンス与えるに影響と学年進行の成長との関連は，石毛ら

（２００６）の結果とほぼ同じであり，スポーツ成長感認知

がリジリエンスに与える影響は，ある程度関連があると

も言え，仮説２の，スポーツ成長感とリジリエンスの関

係は，学年進行による成長と関係がある，は支持された

といえる。

　経験年数の期間とスポーツ成長感，及び，精神的回復

力によるリジリエンスの関連に関しては，運動部に所属

している高校生の部活動期間を，長い群（１０年以上）と

短い群（６年以下）に分け，スポーツ成長感認知の成長

感，自信，圧力耐性と精神的回復力によるリジリエンス

の将来展望と自律，新奇性追求，感情調整に関して見た。

その結果，活動期間の長い方が，短い方より，スポーツ

成長感認知の成長感，自信，精神的回復力によるリジリ

エンスの将来展望と自律に関して高く，リジリエンスの

新奇性追求も高い傾向が見られた。スポーツ活動経験の

長さは，それに伴い，競技に関わる敗北や人間関係の軋

轢，怪我などの挫折も経験し，それでも，続けてきた自

己への自信，自己肯定感が，リジリエンスの強さへとつ

ながるのではなかろうか。この結果から，経験年数に関

しても，仮説２のスポーツ成長感とリジリエンスの関連

は，学年進行による成長，経験年数に関連する，は支持

された。

　仮説３は，スポーツ活動の活躍度合い・強さは，スポー

ツ成長感やリジリエンスと強い関連がある，というもの

であった。スポーツ活動の充実度を見るために，試合に

出る頻度を，よく出るとあまり出ないに分け，出場した

大会の規模を，全国大会，ブロック大会，県大会に分け，運

動部所属の高校生のスポーツ成長感認知の成長感，自信，

圧力耐性と精神的回復力尺度によるリジリエンスとの関

連を見た。その結果，出場頻度と出場規模の交互作用お

よび出場頻度に関しては差が見られなかった。一方，出

場大会規模については，スポーツ成長感認知の成長感，

自信，及び，リジリエンスの将来展望と自律に関しては，

ブロック大会出場が，一番高く，全国大会，県大会と続

いていた。この結果は，より規模の大きい大会の出場を，

スポーツ活動の充実と見るよりも，強い部に所属してい

ることが，スポーツ活動の充実，成長感，自信，将来展

望と自律に影響するのではないかと考えられる。この結

果から，ブロック大会出場が，全国大会出場よりも高い

ということからは，より高みを目指し，鍛錬するスポー

ツ活動の目標・目的意識が，集団への所属意識としての

自尊感情が働いたのではないかと考えられる。つまり，

全国大会出場を目標に，スポーツ活動を行ってきた結果，

目標に達したという安堵感を感じる一方，次の目標，全

国でより上位にという目標が果てしなく高い目標に感じ

られたのではないかと考えられる。
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２．今後の課題

　本研究では，スポーツ選手の活動とリジリエンスの関

連について，高等学校の部活動に注目して高校生のス

ポーツ成長感認知とリジリエンスの関連について研究を

行った。本研究の問題点と今後の課題について述べたい。

まず１つ目に，本研究では対象者に，質問項目を運動部

活動とスポーツ成長感認知と精神的回復力のリジリエン

スに絞って５件法による自己記述式調査に回答してもら

うという方法を用いた。これは本人の意識している面の

みに焦点をあてたものであり，それ以外の面は見ること

ができなかった。また，学年進行によるスポーツ成長感

およびリジリエンスの関連は，１回の調査で行ったが，

調査者に縦断的な研究を行うことで，より明確にものに

なると考える。また，学校の状況による差も考えられる

ことから，広い地域で，多くの高等学校の対象者での研

究を行う必要性が考えられる。

　２つ目に，部活動に注目しての研究であることから，

運動部だけでなく，文化部でも研究を行うことの必要性

が考えられる。また，中学生から大学生までの横断的な

研究を行うことの必要性が考えられる。

　３つ目に，逆境に直面した時それに打ち負けない強さ

を育む構成要素をより明確にするためにも，スポーツ活

動と重要な他者との関係からリジリエンスへ至る過程に

ついての検討をしていくことが必要であろう。
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